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探鳥地・春日部市内牧公園に寄せて 
石川 敏男（春日部市） 

昭和 56 年（1981年）に都内から引っ越してくるまでは緑豊かな内牧（万叫）公園の存在をまっ

たく知りませんでした。まだ子供が小さい頃にアスレチックができたので休日に家族で訪れる

ようになったのが内牧との出会いです。 

まだまだ自然の風情が残っているところです。この機会に多くの方々に探鳥地内牧公園を知

っていただきたいと思います。 
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● 探鳥会の記録から 

第1回内牧公園探鳥会は1995年1月22日。 

以来18年間、昨年11月 11日の深鳥会で54 

回。出現（確認）種数は31科80種です。 

種数がそれほど多くないのは、探鳥会が春

の渡りと秋の渡りの時季を外していることと、 

大きな河川共弛沼がないという競が影響し

ていると思われます。 

この 18 年間に出現回数が減少したのはシ

ラコバト、ムナグロ、タゲリ、コジュケイで

す。シラコバトは1998年I月11日の探鳥会

で確認されて以降、出現言改永はありません。 

ムナグロは春日部市南部では例年田んぼに通

水が始まる前後に飛来します。内牧でも同様

に以前は群れで採餌する様を観察できたもの

ですが、今では時折2~3羽入る位です。 

タゲリも以前は数十羽単位の大群が冬田に

いるのが見られましたが、たまにしカ飛来し

なくなってしまいました。 コジュケイは姿を

見るよりは声を聞くことが減少しました。 

特筆事項としては、2OO8-2O09年の冬はア

トリの大群、2010~2011年の冬はマヒワの群

が飛来コこれは全国的な傾向でもありました。 

● 探鳥コースの案内 

,ス案内『 

基本的なコースは時計回り（Aコース）：ア

スレチック広場前駐暢（集合場所）→じゃぶ

じゃぶ池→（南東へ）せせらぎ→竪穴式住居

広場ニ→お花見広場→小休止・トイレストップ 

→林間アスレチック＝う生垣の可怪と屋敷林→ 

坊荒句( 労ラク）のサイクリングロ ド→黒沼

中水道沿いのサイクリング「トドに出て北西

ノ→車道を横切りとんぼ池・蓮池へ→黒沼笠

原沼用水に沿いのサイクリングロードを南東

一→アスレチック広場（トイレ有）に戻ります。 

前半I」森材性の鳥、後半は平地性の鳥が期待

できまー丸他は遡慎の反時計回りです（Bコー 

スとします）0AかBO):コース選択にはその日

の風向きを考慮します。黒沼中水道沿ノしーート

は風を避ける所がないので寒い北西の季節風

が吹く場合はBコース。前半が追い風になる

からです。南寄りの風の場合は後半を追い風

にできます。 

● コース上の探鳥ポイソト 

想定時季は晩冬から春の頃です。 

★じゃぶじゃぶ池…駐車易則から生垣越しに

見ると順光で鳥影を探し易し、開園前にはツ

グミ、シメ、カワラヒワが水浴し、セキレイ

類いク、セグロ、時にわ もチ陶kコ池岸の石 
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にカワセミがいるかも。池背面はエノキ、ミ

ズキ、スモケヤキ、カキの林で、朝の内な

らカラ類、メジロ、アオジ、マヒワ等小鳥が

見えます。イカルの飛来記録もあります。 

★竪穴式住居広場・・にュナラ、クヌギ、ミズキの

斜面羽も芽吹き始めた彬団ではコムクドリの

影b 材床α濡葉を漁るのはツグミ、シロハラ、 

アカハラでしょうカ耕棉］ではコゲラ、シジュ

ウカラ、メジロの混群かな。年によりヤマガラ

やヒガラ、コガラ力功日わったりします。上を、 

下を、そして中間を注視します。 

★林間アスレチックと鵬の屋敷林…コナラ、 

クヌギ、イヌシデ、ェノキ、ミズキ、ケヤキ、ム

クノキ等の高木が生え、薮や生垣もあり全体

的に日部、環境です。アオジ、ウグイス、シロハ

ラ、アカハラなどを期待できます。明るい林で

は渡り途中の夏鳥（キビタキ、オオルリ、セン

ダイムシクイ等）やビンズイに遭遇すること

も。材味ではシメの群が枝と地面を盛んに往

来しているでしょう。畑ではトラツグミ、ル

リビタキを見たことがあります。 

★黒沼中水道沿のサイクリングロード…開け

た見通しのきく農道です。数は減ったがまだ

タヒバリがいます。頭上から降って来るのは

揚げヒバリの噂り。田の畔にホオアカが潜ん

でいるかもしれません。水路の枯草にはセッ

カが見え隠才しb 荒弛では薮からキジ雄の艶姿

を見るでしょう。上空ではオオタカ、チョウゲ

ソボウの舞う姿が。 

★トンボ池と蓮池…前者ではバンが毎年繁殖コ

小池なのによく頑張ってるなと感しします。 

枯アシにはオオジュリンがいるかも。後者で

はカルガモ、コガモ、コチドリが見られます。 

近くの桜にはツグミ、コムクドリが止まって

いたり、雑木林からはホオジロの韓りが聞こ

えてきます。コサギ、チュウサギ、ダイサギが

いたら体羽の違いを確めたいものです。 

● 最後に 

内牧公園は一度に多樹須の鳥が出る所では

なく、カメラの‘'Aズーカ砲’が林立するよ

うなこともありません。とても静かで地味な

探鳥地です。探鳥会にご参加いただくのもよ

し、個人で平日に探鳥するもよし。鳥見しな

い人にも配慮しつつ、当地での探鳥を楽しん

でいただければ幸いです。 

No. 探鳥会54回での
出現種 

03 - 12年冬1月
出現回数 

03-12年春4月
出現回数 

03-12年秋11月
出現回数 

カイッブリ 0 0 0 
2 力ワウ 2 5 1 
3 ゴイサギ 3 0 3 
4 アマサギ 0 0 0 
5 5r7サギ 4 5 4 
6 チュウサギ 0 4 0 
7 コサギ 8 9 8 
8 アオサギ 2 2 3 
9 カルガモ 2 10 4 
0 コガモ 0 1 
トビ 1 0 0 

2 オオタ力 8 2 5 
3 ッミ 0 1 
4 ハイタカ 1 0 1 
5 ノスリ 1 0 
6 サシバ 0 0 0 
7 チョウゲソポウ 2 0 
8 コジュケイ 0 4 0 
9 キジ 9 0 

20 ノべソ 1 2 2 
21 コチドリ 0 4 0 
22 ムナグロ 0 0 
23 タゲリ 0 0 0 
24 タシギ 6 3 4 
25 シラコノ、ト 0 0 0 
26 キジバト 10 10 10 
27 ホトトギス 0 0 0 
28 力ワセミ 1 3 
29 アオゲラ 0 0 0 
30 ア力ゲラ 0 0 0 
30 コゲラ 10 10 10 
32 ヒ
 
ノ
 
「

v
 
J
 

 
8 10 10 

33 ッノ、メ 0 9 0 
34 キセキレイ 3 0 2 
35 ノ、クセキレイ 10 9 10 
36 セグロセキレイ 8 5 9 
37 ビソズイ 0 1 0 
38 タヒバリ 10 4 10 
39 ヒョドリ 10 10 10 
40 モズ 10 4 10 
41 ミソサザイ 0 0 
42 ルリビタキ 3 0 0 
43 ジョウビタキ 9 0 8 
44 ノビタキ 0 0 1 
45 トラッグミ 1 0 0 
46 アカハラ 2 2 0 
47 シロハラ 8 
48 ッグミ 10 10 9 
49 ウグイス 5 3 9 
50 オオョシキリ 0 0 0 
51 工ゾムシクイ 0 0 0 
52 セソダイムシクイ 0 1 0 
53 セッ力 4 2 
54 キビタキ 0 1 0 
55 オ7ルリ 0 0 0 
56 エナガ 0 2 
57 コガラ 0 0 0 
58 ヒガラ 0 0 2 
59 ャマガラ 1 0 2 
60 シジュウ力ラ 10 10 10 
61 メジロ 10 9 10 
62 ホオジロ 3 3 5 
63 ホオア力 2 1 0 
64 カシラダカ 3 0 2 
65 アZジ 8 6 8 
66 オプジゴJソ 1 0 1 
67 アトリ 1 0 
68 カワラヒワ 10 10 10 
69 マヒワ 1 0 0 
70 ウソ 0 0 0 
71 イ力ル 0 0 
72 シメ 10 7 9 
73 スズメ 10 10 10 
74 コムクドリ 0 1 0 
75 ムクドリ 10 10 8 
76 カTス 4 3 5 
77 オナガ 3 4 4 
78 ミャマガラス 2 0 0 
79 ハシボソガラス 10 10 10 
80 ハシブトガラス 10 10 10 
※分類は鳥類目録第6版に準拠 
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いの・しか・ちよう（鳥） 

榎本 秀和（鴻巣市） 

昨秋、私の住まいの近くの荒川河川敷、通

称「大間（おおま）土手」において、ちょっと

した事件があった。 

まず10月に2頭のシカが出没し、うち1頭

が捕獲され、のち死亡した。続いて11月には、 

体重100kg級を含む3頭のイノシシの足跡が

発見され、その後4頭が見つかって、いちば

ん大きな1頭が駆除（射殺）された。これらの

出来事は写真付きで新聞報道もされたので、 

ご存知の方も多いだろう。地元に居住する者

としては、まったく「まさか、まさカり の出

来事であった。 

我が探鳥のフィールド・大間土手は、関東

平野のど真ん中に位置し、けして山深い環境

ではない。そんな場所にシカやイノシシが出

現するとは考えもしなかったことだが、鳥獣

力切船いに山奥から下りてくることは実際に

あり得るらしい。 

ところで、私は1988年9月に、この大間土

手でヤマドリの若鳥（幼鳥？）ばかりを一度

にc?2羽早 3羽目撃したことがある（『しらこ

ばと』1988年 11月号の「野鳥情報」参照）。 

しかし、どう考えたって、こんなところにヤ

マドリがいたら不自然ではないか。 

そのヤマドリは放鳥されたものか、または

その子孫であろう、と、私は自分なりに納得

したのであるが、シカやイノシシが山奥から

下りてくるのなら、ヤマドリだって「もしか

したら」という気にもなってくるのである。 

我が家の大晦日 

大森 桃子（さいたま市） 

我が家の大晦日は、ワインなどを飲みつつ 

NHK教育（今はEテレと呼ぶらしい）で‘‘第

九’’を聞きます。 

その第4楽章,合唱が始まる前に、弦楽器

が低音でテーマのメロディを奏で始めます。 

そこに次々といろいろな楽器力幼日わり、最後

に大合唱になるのですが…。私には、まず地

中のバクテリアなどの分解者たちが小声で歌  

い始め、続いて植物や小動物が加わり、最後

に、人間を含め生態系の頂点に立つ生き物た

ちが加わり、生きとし生けるものすべてが、 

壮大な生態系の‘‘歓喜の歌’を歌っているよう

な感じに聞こえます。 

・・・という話をすると、たいていの人に「お

前、あほか？」という顔をされます。 

野鳥記録委員会の情報 
日本野鳥の会埼玉野鳥記録委員会 

●キマユムシクイ 

分類 スズメ目ムシクイ科ムシクイ属

英名 Yellow-browed Vlarbler 

学名 Phylloscopus inorna tus 

2012年11月9日付け埼玉新聞に、[10月下

旬草加市内でキマユムシクイ成鳥1羽が発見

され、埼玉県生態系保護協会の会員が 28 日撮

影した」との記事が、カラー写真付きで掲載

されました。 

本種は 1993 年9月3日川口市内のコンビ

ニエンスストアのガラスにぶつかり保護され

たのが過去唯一の確認言曝（本誌 1993 年 10 

月第114号）であり、今回は2例目の確認記録

です。 

なお、2009年 10 月さいたま市内で撮影さ

れた鳥がキマユムシクイかもしれないと、 

2010年4月写真が寄せられ、当委員会で検討、 

「現在知られている知見とこれらの写真を比

較した限りでは、キマユムシクイとして記録

できない」という結論になった例もあります。 

（本誌2010年6月第314 号） 

全長10cm.その名の通り黄色みのある白い

眉斑が特徴で、 2本の翼帯が目立ちます。 

シベリア・中央アジア・中国北東部などで

繁殖し、インド・中国南部・インドシナなど

で越冬。日本には数少ない旅鳥として飛来し、 

関東以南で少数越冬します。山渓ハンディ図

鑑7『日本の野鳥』増補改訂新版（写真滴覇捨

叶内拓哉）によれば、近年南西諸島では多数越

冬するようになったとのことです。 
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戸田市さいたま市彩湖 ◇8月10日午前 8時 

50分、水門近くでセイタカシギ 3羽。浮島

でバン1羽。機場の近くでコチドリ 2羽伊I 

名幸男）。◇10月12日、管理橋北でカンム

リカイツブリ夏羽1羽、カイツブリ 1羽、 

カルガモ多数。カルガモ群れ中にマガモ子

エクリプス 2羽、コガモ早 4羽、ユリカE 

メ2羽、カワウ、アオサギ1羽、モズ、シ

ジュウカラなど。11月 1日、彩湖は水満杯。 

湖面全体が緑色。緑藻発生か？ カモ類ほ

とんど見当たらずコガモ4羽のみ。オオバ

ン2羽、カイツブリ 3羽、カソムリカイツ

ブリが点々と 6羽程、広い湖面に見え隠れ

していた。ブイの上でカワウ 3羽、ユリカ

モメ 7羽、アオサギ、ダイサギ1羽、釣堀

でカワセミ（陶山和良）。 

久喜市清久公園 ◇10月 7 日午前 7時頃、ツ

ツドリ 1羽、桜並木を周遊。10月 8 日午前 

6時頃、コサメビタキ 2羽、フライングキ

ャッチを繰り返す。桜の木の天辺には、ェ

ゾビタキ1羽。この季節、こんな小さな地

元の公園でも渡りを観察できることを実感

した初秋の朝でした（矢沢義雄）。 

久喜市昭和沼 ◇10月 8 日午前 8時頃、クロ

ハラアジサシ18羽、急降下からダイビング

を繰り返す（矢沢義雄）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇10月16日、 

村国池にはカルガモ20羽士。横の林でアカ

ゲラ、アオゲラ、シメが飛び、カケスが騒

ぐ。テストコース両側の林でメボソムシク

イ、アリスイ、キビタキ早、オオルリ早が

枝の中を巧みに移動し、エゾビタキが樹上

の枝でトンボを食べている。シジュウカラ、 

コゲラ、メジロの混群が移動していく。上

空をオオタカが南方向に飛び去る。元荒川

ではカワウ、ダイサギ、アオサギ、カルガ

モ。岸辺でイソシギ、コチドリ 5羽が採餌 

中。10月22日、クロジ子、ジョウビタキ早

今季初認。10月24日、クロジJ、早、若鳥 

計4羽が飛び回っていた。10月31日、マヒ

ワ50羽士が上空を飛び回る。11月 6 日、亜

種アカウソc 早 5羽士が木の実を食べてい

た。11月 8 日、ウソ10羽士が入り、アカウ

ソとは別行動（内田克二）。 

さいたま市岩槻区岩槻城堆公園 ◇11月10日、 

キクイタダキ 2羽、杉の木の枝を飛び回る 

（内田克二）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇11月1日、東沼で

オオバン1羽、泳いで餌を探していた。こ 

こでの初認。11月 7 日、32羽のマヒワがコ 

スモスのガクを食べては近くの電線に舞い 

上がっていた。ツグミを今季初めて撮影し 

た。声は11月 4 日に確認。11月 9 日、電線

にとまっていたミヤマガラス32羽が柱状に

上昇し南に流れた。11月19日、屋敷林の上

空をオオタカが輪を描いて、西に飛び去っ

た。シロハラの地鳴きを近頃頻繁に聞く。 

8羽と 9羽のツグミの群れが屋敷林の上空

を飛び交っていた。カケスが 3羽、カシの

木を鳴きながら枝移り。この頃、ウグイス

の地鳴きが目立つようになった。11月25日、 

ミヤマガラス26羽が北東から南西に通過。 

ヤマガラ、ヒガラ、シジュウカラの混群が

ナンキンハゼの実を啄んでいた。ジョロウ

グモ早は寒さに耐えて、まだ健在だ（長嶋

宏之）。 

さいたま市桜区秋ケ瀬公園 ◇11月 7 日、ピ

クニックの森でシジュウカラ、キクイタダ

キ、アカゲラ、ウソJ早各1羽、モズ、ヒ

ョドリ（陶山和良）。 

鴻巣市袋 ◇11月 8 日午前 7時30分、消防学

校裏の元荒川沿いの住宅アンテナにイソヒ

ョドリJl羽、こんな所に！！とビックリ（逸

見峻）。 

さいたま市見沼区蓮沼 ◇11月11日、畑の上

空をツグミ 1羽が「クワッ」と一声鳴いて

飛び去る。近くの電線にはミヤマガラス4 

羽、普通種ヅラしてとまっている。市街地

まで進出してきて、そのうち、ほんとに普

通種になってしまうのだろうか？（小林み 
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どり）。 

さいたま市見沼区猿花キャンプ場 ◇11月13 

日、アカゲラ早 1羽、シロハラの声が頻繁

に聞こえるが姿が見つからなし、11月14日、 

シロハラ1羽十、ヒョドリの群れと共にム

クノキの上部で枝移りしている。地面を探

しても見つからないわけだ（小林みどり）。 

春日部市大場 ◇11月14日午後 3時頃、武里

団地西側、谷中小記念公園の桜の街路樹が

続く歩道脇で、シジュウカラ、コゲラの声

がする。街路樹の桜を見ていると目前にヒ

ガラ 2羽が現れ、人を恐れるでもなく盛ん

に何かをついばんでいた。そして近くのカ

イヅカイブキに飛び移り、枯れ枝先に止ま

る。 im程の至近距離。街中でのヒガラは

珍しい。はじめはコゲラ 1羽、シジュウカ

ラ 2羽、ヒガラ 2羽の小群だったが、後か

らシジュウカラ、ヒガラの数が若干増え、 

更にメジロ7~ 8羽が加わり、ジョウビタ

キ早 1羽とカワラヒワ3-4羽が見物にや

ってきた（石川敏男）。 

さいたま市北区芝川（県道2号線～鷲山橋） 

◇ii月19日、ハシビロガモ子換羽中 2羽、 

早 1羽、早型2羽（休息中のため虹彩の色

が見えず、早か子エクリプスか判別不能）。 

キンクロハジロ子エクリプス 1羽（小林み

どり）0 

さいたま市岩槻区岩槻城地公園 ◇11月19日

午後 3時30分頃、アオゲラJl羽。この場

所でアオゲラを見るのは2001年12月以来（菊

川和男）。 

春日部市大場・増田新田・武里中野 ◇11月 

20日午後12時10分頃、自宅近くの県道野田

岩槻線・大場橋の横断歩道で信号待ちの際、 

そばの電柱でハシボソガラス1羽が「ガア

アー・・・」と鳴くので空を見上げると、 

北西の季節風に煽られながら飛ぶノスリ 1 

羽が目に入った。急いで双眼鏡を取り出す。 

快晴順光で鮮明に幅広い薄褐色の翼下面、 

両翼角の黒斑、扇形の尾を確認。上空を北

西方向へ、次いで北東へ旋回しつつ遠ざか

っていった（石川敏男）。 

羽生市羽生水郷公園 ◇11月28日、芝生でハ  

クセキレイ17羽が採餌。その中に顔の黄色

い若鳥も数羽いた。ノスリがとまっている 

電柱の上の段で、スズメ10数羽とカワラヒ 

ワ4羽が普段通りに振る舞っていた。ヤマ

ガラとヒガラとシジュウカラがナンキンハ 

ゼの実をついばんでいた。その他、ョシガ

モ、オカョシガモ、ヒドリガモ、コガモ、 

ジョウビタキ、ツグミ、ホオジロ、カシラ

ダカなど（長嶋宏之）。 

加須市加須はなさき公園 ◇11月24日、ヒド

リガモ、チョウゲンボウ、カワセミ、ハク

セキレイ、セグロセキレイ、モズ、ツグミ、 

ウグイス、ヒガラ、ヤマガラ、シジュウカ

ラ、ホオジロ、カシラダカ、アオジ、シメ、 

カケスなど（長嶋宏之）。 

さいたま市緑区芝川第一調整池 ◇11月24 

日、カワアイサb 1羽、ここでは初めて。 

チュウヒ 2羽、オオタカ、ノスリ、チョウ 

ゲンボウ。一番高い鉄塔にハヤブサ。その 

他にカンムリカイツブリ、ハジロカイツブ

リなど0 11月28日、オオハクチョウ 2羽飛

来、親子。これで 3年連続（野口 修）。◇ 

11月29日午前 9時30分～11時、コハクチョ

ウ2羽（内1幼鳥）、ハジロカイツブリ 2羽、 

ジョウビタキ早、シジュウカラ、ツグミ、 

シメ、モズ、カワセミ、ホオジロ、アオジ、 

チュウヒ、アオサギ、カワウ、オカョシガ

モ、カイツブリ、コガモ、オオバン、カル

ガモ（大塚 操）。 

富士見市びん沼公園 ◇11月26日、キクイタ

ダキ、ヒガラ、ヤマガラ、シジュウカラ、 

ェナガ、メジロ、コゲラの混群数＋羽に囲 

まれる。すると足元からカタカタ、物音が 

・・・見るとスコープの三脚にヤマガラ。その

後も数メートルの距離を飛び交い、しばら

く遊んでもらいました（石塚敬二郎）。 

表紙の写真 

スズメ目メジ口科メジロ属メジロ 

2008年1月、陽春を感じる光景でした。 

鵜飼喜雄（深谷市） 
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「要予約」と記載してあるもの以外、予約申し込みの必要はあり

ません。集合時間に集合場所におでかけください。 

初めての方は、青い腕章の担当者に「初めて参加します」と声を

おかけくださし、参加者名簿に住所・氏名を記入、参加費を支払い、 

鳥のチェックリストを受け取ってくださし、鳥が見えたらリーダー 

たちが望遠鏡で見せてくれます。体調を整えてご参加くださし、 
参加費：就学前の子無料、会員と小中学生50円、一般100 円。 

持ち物：筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、持っていれば、双眼鏡な

どの観察用具もご用意ください。なくても大丈夫です。 
解散時刻：特に記載のない場合正午から午後1時ごろ。 
悪天候の場合は中止、小雨決行です。できるだけ電車バスなどの

公共交通機関を使って、集合場所までお出かけください。 
ツグミ（大坂幸男 

 

    

嵐山町・菅谷館都幾川探鳥会 

期日】2月2日（土） 

集合】午前8時45分、東武東上線武蔵嵐山駅

西口。または午前 9時15分、県立嵐山史跡

の博物館駐車場。 

交通】東武東上線川越 7:57 発、または寄居 

8:04発に乗車。 

担当】千島、新井（巌）、中村（豊）、鵜飼、持

丸、松下 

見どころ！雑木林でカラ類の混群、シメ、ア

オジ、草地でカシラダカ、河原でクサシギ、 

イカルチドリ、畑でタヒバリ、ヒバリ、上

空にはオオタカ、ノスリが飛んでいる予定。 

狭山市・智光山公園探鳥会 

期日】2月3日（日） 

集合】午前9時30分、智光山公園管理事務所 

IJo  

交通】西武新宿線狭山市駅西口から、智光山

公園行き 9:10 発バスで終点下車。 

担当：石光、藤掛、久保田、山本（真）、 

小林（ま）、星、水谷 

見どころ】林地、水路、池と自然環境に富ん

だ都市公園で冬鳥を効率良く楽しめます。 

今冬も期待出来そうです。 

さいたま市・民家園周辺定例探鳥会 

期日】2月3日（日） 

集合】午前 9時、浦和くらしの博物館民家園

駐車場、念仏橋バス停前。 

交通】JR浦和駅東口②番バス乗り場から、東 

”にI駅北口行き 8:37 発で、「念仏橋」下車。 

後援】浦和くらしの博物館民家園 

担当】手塚、伊藤（芳）、須崎、倉林、若林、 

赤堀、藤田（敏）、野口（修）、大井 

見どころ】富士山、男体山、東京スカイツリ 

ーを一望。見上げれば猛禽、湖面には白鳥、 

思いがけない出会いに期待しましよう。 

ご注意】途中トイレがありません。天候によ

ってはコースを変更します。 

北本市血石戸宿定例探鳥会 

期日】2月3日（日） 

集合：午前9時、北本自然観察公園駐車場。 

交通】JR高崎線北本駅西口から、北里メディ

カルセンター病院行きバス8:36発で「自然

観察公園前」下車。(1本前の8:19発も「公

園前」を通るようになりました） 

担当】吉原（俊）、浅見、大坂、内藤、相原（修）、 

岡安、立岩、永野、山野、飛田、関口、吉

原（早）、相原（友）、柴田、長谷川 

見どころ：この冬の石戸宿は、色とりどりの

野鳥たちで大賑わいです。鳥との距離が近

いので、双眼鏡なしでも楽しめます。 

戸田市・彩湖探鳥会 

期日：2月7日（木） 

集合】午前 9時10分、彩湖道満グリー パ

ク中央駐車場 

交通】JR武蔵浦和駅東口②番バス乗り場から、 

下笹目行き 8 時 40 分発で「彩湖道満グリ 

ノぐ 

一 7 ー 



ーンパーク入口」下車。直前の交差点まで

戻り、左折して土手を越える。 

担当：倉林、有馬、松村、新部、赤堀、赤坂

見どころ：平日の会です。昨年は何人かべニ 

マシコを見た方がいましたが、今年はミコ 

アイサを皆で見たいですね。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日 2月 10日（日） 

集合】午前 9時 30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷9:09発、または寄居8:51 

発に乗車。 

担当】榎本（秀）、新井（巌）、鵜飼、倉崎、 

栗原、千島、飛田、中川、村上、森本 

見どころ：冴え返る朝の野山のそこかしこに、 

鳥たちの気配を感じる今日この頃。この冬

は、期待がふくらむ大麻生野鳥の森です。 

所沢市・狭山湖探鳥会 

期日：2月 10 日（日） 

集合】午前 9時30分、西武狭山線西武球場前

駅前。 

担当】石光、長谷部、久保田、高橋（優）、 

持丸、小林（ま）、水谷 

見どころ】カイツブリ類、カモ類をはじめ冬

鳥が一番出揃う時期です。雪の富士を背景

に猛禽が舞ってくれれば言うこと無し！ 

群馬県・小根山森林公園探鳥会 

期日】2月 10日（日） 

集合】午前 10 時、信越本線横川駅前。 

交通】JR高崎線大宮7:50→高崎で信越本線乗

り換え9:11発にて終点下車。 

解散：午後 3時30分頃、横川駅前。 

担当】入山、玉井、浅見、星、藤津、野口（修）、 

間正 

見どころ】駅前から小根山森林公園まで歩き

ます。途中で何が出るかは来てのお楽しみ。 

赤・青・黄色の 3色が揃うといいな～。 

ご注意】昼食持参（森林公園まで釜飯の出前

ができます。注文は集合時に行います）。健

脚向き（探鳥コースは往復で約7km。一部

の区間で急な坂を登り下りします）。積雪

の可能性があるので、防水・滑らない靴で 

お越しください。過去 2回は雪道でした。 

杖があると歩くのに便利です。 

さいたま市・大宮市民の森探鳥会 

期日】2月n日（月・祝） 

集合】午前 9時、JR宇都宮線土呂駅東口。ま

たは午前9時20分、市民の森入口前（土呂

駅東口から徒歩約5分）。 

担当】青木、浅見、小林（み）、赤坂、 

阿久津（キ）、阿久津（慶）、有馬、金子、 

田中、松村、藤原、山田、工藤 

見どころ】見沼たんぼで一番北側の探鳥会開

催地です。今年は冬鳥も盛りだくさんです。 

皆さまのお越しをお待ちしております。 

上尾市・丸山公園探鳥会 

期日】2月 16日（土） 

集合】午前 8時、丸山公園北駐車場。 

交通】JR高崎線 L尾駅西口①番バス乗り場か 

ら、西上尾車庫行き（畔吉経由）7:32発で 

「畔吉」下車、徒歩約8分。 

担当】大坂、浅見、阿久津（キ）、阿久津（贋）、 

柴田、立岩、永野、野口（由）、長谷川、 

山野 

見どころ：冬枯れの林でアリスイやジョウビ

タキに会えるかも？ オオタカの出現にも

期待。河川敷も歩きます。防寒対策を。 

滑川町・武蔵丘陵森林公園探鳥会 

期日】2月 16日（土） 

集合：午前9時 15 分、森林公園南入口前。 

交通】東武東上線森林公園駅北口から、立正

大学行き 8:42 発バスで「滑川中学校」下

車。ひとつ手前の「森林公園南口入口」は

通過してください。 

費用】参加費以外に入園料400円（子供80円）、 

65歳以上200円（要】年齢証明できるもの）。 

担当】中村（豊）、藤掛、内藤、岡安、佐久間、 

藤津、宇野準、松下 

見どころ I 陽だまりの雑木林は早くも春の気

配。アフターは花木園に回り、見頃を迎え

た梅の花見はいかがでしよう。 

ご注意】集合時刻が早くなっています。バス

時刻と下車する停留所にもご注意下さい。 



『しらこばと』袋づめの会 

とき】2月 16日（土）午後3時～4時ころ

会場】会事務局 108 号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】2月H日（日） 

集合：午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前9時、 

さいたま市立浦和博物館前。（注】担当者は 

8時過ぎに北浦和駅東口到着の予定です） 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当：須崎、青木、浅見、倉林、小林（み）、 

赤堀、宇野洋、楠見、小菅、柴野、新部、 

増田、畠山、若林、渡辺 

見どころ】まだまだ寒い季節ですが冬鳥は勢

ぞろい。いっしょに冬鳥を探しませんか。 

本庄市・坂東大橋探鳥会 

期日：2月 17日（日） 

集合：午前 9時 20 分、坂東大橋南詰近くの 

「つきみ荘」北側。 

交通】JR高崎線本庄駅北口から、国際十王バ 

ス 9:06発伊勢崎行きで「坂東橋南詰」下車。 

担当】新井（巌）、小池（一）、小池（順）、倉崎、 

千島、小測、鵜飼 

見どころ】昨年2月には、カワアイサ、ミコ

アイサ、ホオジロガモも加わり、にぎやか

でした。小鳥たちも待っています。 

ご注意】河原が砂利で歩きにくくなっていま

す。足推えはしっかりと。 

志木市・柳瀬川探鳥会 

期日】2月 H日（日） 

集合：午前9時、東武東上線柳瀬川駅西口、 

スーパー・サミット前の円形広場。 

担当：持丸、佐久間、高草木、荒木、志村、 

神場、杉原、鈴木、藤津、中村（治）、中村（祐）、 

山口 

見どころ：寒かった冬もそろそろ終わりに近

づいてきました。冬鳥を見ながら柳瀬川の

土手を散策しましょう。 

さいたま市・岩槻文化公園探鳥会 

期日：2月 24日（日） 

集合【午前8時 35 分、東武野田線岩槻駅前、 

集合後バスで現地へ。または午前9時、文

化公園国道 16 号側駐車場。 

交通【東武野田線大宮8:19発、または春日部 

8:17 発大宮行きで岩槻下車。 

担当】長野、玉井、田中、石川、吉安、長嶋、 

野村（弘）、榎本（建）、小林（善）、内田（克） 

見どころ】12月の探鳥会では41種と久々の大

収穫。今回はぜひウソやキクイタダキに出

会いたいものです。 

東松山市・物見山探鳥会 

期日：2月 24日（日） 

集合：午前 9時 30 分、物見山駐車場（峠を越

えた右側）。 

交通】東武東上線高坂駅西口、川越観光バス

鳩山ニュータウン行き 8:51. 9:03発で「大

東文化大学前」下車、バス進行方向へ徒歩

約 5分。 

担当】千島、藤掛、中村（豊）、岡安、増尾、志

村、増田、松下 

見どころ：林ではカラ類の混群、キクイタダ

キ、ビンズイ。谷津ではベニマシコ、カシ

ラダカ、オオタカ、ノスリが姿を見せるで

しよう。ルリビタキ、ミソサザイも期待。 

行田市・利根大堰探鳥会 

期日】2月 24 日（日） 

集合】午前8時10分、秩父鉄道行田市駅南ロ、 

集合後8:19発市内循環バスで「老人福祉セ

ンター」下車。または午前9時、見沼元以 

（みぬまもといり）公園駐車場。 

交通】秩父鉄道羽生7:49発熊谷行き、秩父鉄

道熊谷7:55発羽生行きで、行田市駅下車。 

解散】午前 11時 30 分頃、見沼元以駐車場。 

担当：入山、小林（み）、内藤、関口、村上

見どころ】カモの仲間を中心に水辺の鳥達を

観察します。上を見れば、猛禽が飛ぶかも。 

ご注意】秩父鉄道ではスイカ・パスモが使え

ません。バス代は、片道100円。帰りは老

人福祉センター11:51発、または15:26発、 

行田市市内循環バス北西循環コース（右回

り）に乗車。防風・防寒対策を十分に。 

コ
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/ 10月28日（日） 行田市 さきたま古墳公園、 

行事報告〕 

10月21日（日） 川越市 西川越 
	、 

参加：42名 天気】日青 	
ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ コガモ ヒドリガモ チョウゲン

ボウ イカルチドリ イソシギ キジバト カワ

セミ コゲラ ヒバリ ツバメ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ ノビタキ シ

ジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ シ

メ スズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス

ハシブトガラス（31種）（番外：ガビチョウ、ドバ

ト）10月下旬なのに暑い。そのせいか鳥が少ない。 

それでも、いつものモズ、入間川ではカワセミが 

2羽、そしてなんとノビタキが。最後にチョウゲ

ンボウが出てくれてほっとした。 （佐久間博文） 

' 10月27-28日（土～日） 長野県 戸隠高原、 

参加】34名 天気】27＝晴、28＝雨 ノ 

コガモ キジ キジバト アオゲラ アカゲラ

コゲラ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ミソ

サザイ ジョウビタキ アカハラ マミチャジナ

イ ツグミ ウグイス キビタキ ムギマキ エ

ナガ コガラ ヤマガラ シジュウカラ ゴジュ

ウカラ キバシリ メジロ ホオジロ カシラダ

カ アオジ アトリ カワラヒワ マヒワ シメ

スズメ カケス ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（35種＋タカ科不明種1）天気予報を考慮して、 

ムギマキとマミチャジナイを見ることを優先。お

決まりの場所で早速ムギマキを確認。カメラマン

が大勢いたので道を引き返し、月りHの小道を行く

と、ツルマサキにマミチャジナイ、アカハラ。目

的を果たして一安心。ゴジュウカラ、キバシリも

見ることができ、戸隠が初めての方も常連も満足

の様子。探鳥後、タ食前に温泉で体を暖めた。 2 

日目は予報通りの雨。朝食前に宿周辺で観察。朝

食後は再びムギマキ、マミチャジナイを観察。カ

メラマンも少なく、ゆつくり観察できた。アカハ

ラやマミチャジナイ、アカゲラ等がやってくるの

で飽きなかった。天気も悪く、種類数は少なかっ

たが充実した探鳥会だった。 

参加】23名 天気】雨 

マガモ カルガモ オオタカ チョウゲンボウ

キジ バン キジバト コゲラ キセキレイ 

クセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ ヒ

ガラ ヤマガラ シジュウガラ メジロ シメ

スズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス ノ、 

シブトガラス（23種）（番外：ドバト）小雨の中で

決行。狙いは、やはりジョウビタキだ。出た。中

の山古墳の手前。そのあと浅間神社の社叢を抜け

たいつもの場所でも。晴れていれば鮮やかな緋色

が見えたのに残念だった。年々落葉が遅くなって

いる感じがしている。それだけ気候が暖かくなっ

ているのだろう。そのためにカモの飛来数も減少、 

遅れているとすれば寂しい。最後はいつもの場所

でバンを見て無事終了。サギ類とカワウが出現し

なかったのは、今までなかった現象。（内藤義雄） 

11月4日（日） 行田市 利根大堰 
	、 

参加】32名 天気】快晴 	ノ 

カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ダイ

サギ コサギ アオサギ マガモ カルガモ コ

ガモ オカョシガモ ヒドリガモ オナガガモ

ホシハジロ キンクロハジロ トビ ノスリ ハ

ヤブサ オオバン タゲリ ハマシギ イソシギ

セグロカモメ キジバト カワセミ アカゲラ

ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョ

ドリ モズ ジョウビタキ シジュウカラ ホオ

ジロ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ

コクマルガラス ミヤマガラス ハシボソガラス

ハシブトガラス “1種）（番外】ドバト）集合場所

の近くの鉄塔でハヤブサ君がお出迎え。みんなで

見たので、恥ずかしがって隠れてしまった。土手

を上がり利根川を見るとたくさんのカモが泳いで

いる。エクリプスは少なかったが、皆さんそれな

りに識別を楽しんだと思う。帰り道にミヤマガラ

スの群れが近くまで来てくれた。利根川を遡上す

るサケの姿も見ることができた。 （入山 博） 

H月4日（日） 上尾市 丸山公園 
	、 

参加】36名 天気】快晴 

 

	ノ 

カイツブリ カワウ コサギ アオサギ マガモ

カルガモ トビ ノスリ チョウゲンボウ タゲ

リ キジバト アカゲラ コゲラ ヒバリ キセ

キレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョド 
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リ モズ ジョウビタキ ツグミ ウグイス セ

ッカ ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カシラダカ アオジ アトリ カワラヒワ

シメ スズメ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(35種）（番外】ドバト）今年はヤマガラが多いと

か。スタートして直ぐにヤマガラが出た。その後

園内は静かで、ただ黙々と歩くのみb トイレ休憩

で園外の住宅の屋根にジョウビタキ早を見て少し

気が楽になった。修景池のカワセミには残念なが

ら会えなかった。公園を出て荒川の河川敷に向か

う途中、林間でアオジ、シメがでる。土手に上が

って霞んでいたが真白き富士を観て、遠いモズを

見ただけで先に進む。空中ではノスリにチョウゲ

ンボウがモビングしていた。後方の人達はツグミ、 

アトリなど冬鳥を見たとのこと。11月も初旬なの

に冬鳥が多種来ているのが確認できて良かった。 

（大坂幸男） 

H月8日（木） 羽生市 羽生水郷公園 

参加】32名 天気：晴 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ マガ

モ カルガモ コガモ ョシガモ ヒドリガモ

トビ オオタカ ノスリ チュウヒ チョウゲン

ボウ バン オオバン キジバト ョタカ カワ

セミ アカゲラ コゲラ ヒバリ キセキレイ

ハクセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ウグイス セッカ ヤマガラ シジュウカラ メ

ジロ ホオジロ アオジ カワラヒワ シメ ス

ズメ ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシ

ブトガラス（41種）モミジバフウのきれいな紅葉

をながめながらスタート。林の中ではヤマガラが

エゴノキに群がっている。しばらく進むと呼び止

める声がする。リーダーA氏があわてた様子で呼

んでいる。何事かと弓は返すと、なんとョタカだ。 

枯れたヤナギの横枝にうずくまっている。時々半

目を開けて首を動かして廻りの様子を窺っている

ように見える。全員がその場に釘付け。ここでは

ョシガモが年々増えているが、これも堪能できた。 

タカ類も飛んでくれて楽しかった。 （中里裕―) 

ロハラ ツグミ ウグイス ェナガ シジュウカ

ラ メジロ ホオジロ ミヤマホオジロ アオジ

クロジ カワラヒワ ウソ コイカル シメ ス

ズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラ

ス（31種）（番外；ガビチョウ）スタート前から木

立にツグミやシメが現れる。土手に上がるとすぐ

に鉄塔で休むハヤブサが見られ、とりあえずホッ

とする。アオジ、モズなどを見ながら進むと、野

鳥の森の手前で何とコイカルが出現し、全員がし

っかり観察。半分以上の人が初見で、大盛り上が

りだった。人気のクロジ、ウソ、ミヤマホオジロ

はごく一部の人しか見られなかったが、カワセミ、 

シロハラ、ジョウビタキも皆に姿を見せてくれ、 

満足度の高い探鳥会になった。 	（新井 巌） 

 

H月H日（日） 春日部市 内牧公園 

 

 

参加】37名 天気】曇 

 

 

	ノ 

  

コサギ アオサギ カルガモ オオタカ キジバ

ト カワセミ コゲラ ヒバリ ハクセキレイ

セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ノビタキ ツグミ ウグイス ヒガ

ラ ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオジロ

アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクドリ

ハシボソガラス ハシブトガラス（29種）（番外】 

ドバト）開始早々、“じゃぶじゃぶ池”にカワセミ

が出るもすぐ飛去して一部の人しか見られず残念。 

今回初めてバーベキュー広場に入り、まだ葉を残

すェノキの大木を見上げると小鳥の混群。シメが

いる。シジュウカラに混じってヒガラもいる！コ

ゲラは幹で啄む。首が痛くなった。周りの柿の木

はたわわに実を付け、そこヘメジロ、ツグミ、シ

メ、ジョウビタキが飛来。ひこ生えの田んぼでは

タヒバリが飛び交い、渡り遅れ？のノビタキがい

た。終盤では“せせらぎ”近くで再び小鳥の混群

に出会い、あまり人を恐れるでもなく桜の枝先に

止まってくれたヒガラ1羽に全員釘づけとなった。 

山に行かなくても平地で身近に見られるとは幸運

である。ヒガラに始まりヒガラで終わる。晩秋の

小鳥類を楽しんでいただけたと思う。（石川敏男） 

H月H日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】31名 天気】曇 

カワウ カルガモ トビ ノスリ ハヤブサ キ 

ジバト カワセミ コゲラ ハクセキレイ セグ 

ロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ シ 

/11月打日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランティア】12名 

相原修一、江浪功、榎本秀和、海老原教子、大坂

幸男、小林みどり、志村佐治、藤掛保司、増尾

松村禎夫、吉原早苗、吉原俊雄 

、 
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r 連絡帳 

●表紙の写真などいつも募集しています

今月号表紙の写真は、撮影 2008年1月、 

ご投稿は同年11月。それがなぜ今？ そん

なこともあるのです。応募作品が重なった 

り、何らかの事情で掲載を見合わせている

内に時機を失い、大切に保存箱に。そして

数年後、担当者が再発見して喜んで掲載、 

というわけです。遅くなって申し訳ありま

せん。 

応募資格は会員に限ります。鳥は県内に

限りません。コメントを添えて、下記編集

部への原稿メールアドレスにお送りいた

だくか、2L版プリントを事務局にお送り

ください。プリントをお送りいただく場合

は、1枚ごとに撮影年月日・場所・撮影者

名を裏面に記載、またはメモ貼付をお願い

します。 

採否は編集部にお任せください。トリミ

ング、画質調整、少しの加工をさせていた

だく場合もあります。 

毎月お手元に届く 『しらこばと』を見る

と表紙の写真は十分あるように思われる 

かもしれませんが、実は編集部ではいろい

ろ苦労しているのです。特集記事、短報、 

野鳥情報なども常時募集しています。 

●会員の普及活動 

12月 15 日（土）坂戸市環境学館いずみ

の講座「バードウォッチングウォーキン

グ」が、同館から高麗川沿いに入西こはる

が池まで往復するコースで開催され、坂口

稔と増尾隆が指導しました。観察種28種、 

参加者15名。カラス 2種の識別と、「ジョ  

ウビタキを見つけよう」が、当日の目標で

した。 

●会員数は 

1月1日現在 1, 891人。 

活動と予定 

●1I-12 月の活動 

11月21日（水）見沼たんぼ・さいたま市＆

市民ネットワーク平成24年度第3回運

営会議に出席（小林みどり）。 

12月 8 日（土）と10日（月）1月号校正（小林

みどり、志村佐治、長嶋宏之、藤掛保司、 

山田義郎、海老原美夫）。 

12月16日（日）役員会（司会】相原修一、各

部の報告・新ハイキングクラブ行事の探

鳥指導・羽生水郷公園から共催申し入

れ・その他）。 

12月17日（月）「埼玉会報だけの会員」に向

け1月号を発送（倉林宗太郎）。 

●2月の予定 

2月 2日（土）編集部・普及部・研究部会。 

2月 9 日（土） 3月号校正（午後4時から）。 

2月16日（土）袋づめの会（午後 3時から）ロ 

2月17日（日）役員会（午後 4時から）。 

編集後記 

2月は探鳥会が 17 件も！ 皆さんか

らの原稿を、泣く泣く削って3ページに

納めました。リーダーの皆さん、ごめん

なさい。 （浅見） 

近年スズメも少なくなったと言うけ

れど、今冬田んぼや畑で見るスズメは例

年より多い気がします。団子状の大群に

なって飛ぶ姿をよく見かけます。私だけ

かな。 （山部） 
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